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インタビュー
平成31年4月1日付で新しく人文学部長に就任された早坂先生、教育学部長に就任

された宮﨑先生、医学部長に就任された中山先生にそれぞれの部局での男女共同参画や
これからの課題について中島男女共同参画推進センター長がインタビューしました。

質問項目は次の2点です。
Q1. 部局における男女共同参画の現状について
Q2. 今後の課題について

インタビュー全文は男女共同参画推進センターのウェブサイトに掲載しております。　http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/

人文学部は女子学生が大体6割強くらいで、男
子学生が4割くらいと、女子学生が多い学部です。

また卒論の優秀賞やGPAによる学生の成績順などでは、
大抵の場合、女子学生が上位に来ます。留学に出る学
生についても、女性のほうが多い印象で女性が元気な学
部だと言えると思います。女性教員の比率はちょうど2
割くらいで、信州大学が掲げる目標には到達しています。

人文系の場合、女性の研究者という問題の前に、ポ
スト自体が全国的にかなり急激に減ってきているので、
研究者自体を育てていかないといけないという課題があ
ります。本学部に博士課程はありませんが、どの大学
ということではなく学会全体で若手の研究者を育ててい
き、その中で女性の比率が上がっていけばいいのではと
考えています。学部生までは女性のほうが多いのですが、
修士、博士になると、ちょっとどころではなく、どんど
ん減っていくという状況です。

4月から学部長の職に就きまして、執行部会議や
教授会をとにかく早く済ませようと心掛けたのです

が、議論が割れるような事案が多くあり、会議が早く終わ
るということはなかなかないのが現状です。

ただ、事務職員のほうでは、例えば定時に帰る曜日を決
めて、実行しているようです。さらに、定時退庁する日をも
う一日各自の裁量で設定してみてはどうか、などのアイデア
が事務サイドから提案されていますので、「ワークライフバ
ランス」の促進という観点から、ぜひ実現したいと考えて
います。

男性の中には子どもの迎えや、風呂に入れないといけな
いから6時には帰りますと申告してくださる教員もいます。
私のような世代とは違って、好ましい方向性だと思います。
そういう申し出があったときには、もう全然問題ないのでと、
会議が続いていても退出していただいています。職員の方
はそれが言い出しにくいところがあるかもしれません。
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教育学部では、女性教員の採用に積極的に取り
組んでいますが、もっと女性のスタッフが必要と

常々考えています（令和元年5月1日現在、女性教員比
率21.3％）。教育学部には女子学生が多いですし、先進国
の学校、特に小学校は女性の職場です。日本でも今後そ
うなっていきますから、もっと女性のスタッフに活躍して
いただく必要がでてきます。また、長野と松本にある６
つの附属学校園（幼稚園、小学校、中学校、特別支援学校）
が、小さな子どものいる女性の先生にとってハードルの
高い職場になっていますので、長野県教育委員会と協力
しながら少しずつ改善したいと考えています。附属学校
園への赴任時期は、30代後半から40代前半が多いので
すが、そのキャリアパスに、ちょうど結婚・出産・育児
が重なります。今後、保育園や幼稚園の送り迎えなどを
誰もが気兼ねなく自然にできるようにしたいものです。

世代を問わず、特に男性の意識改革がまだ足
りていないと思いますので、今後も意識改革を

進めていきたいですね。家庭だけの責任ではなく、職
場の仕組みや、支え合いが大切です。このことを、学
校現場では、よく「同僚性」と呼びます。学校の現場
では当たり前のように、弱い立場にいる人を余裕があ
る人が支えて、みんなで前に進もうとします。毎日ひ
とつの職員室に集まって、家族のように過ごしている
からできるのかもしれません。このような「同僚性」
が大学にも必要になってきているのではないかと思う
ことがあります。例えば、イギリスで教育を主目的と
するある大学の場合ですと、大きな教員室とミーティ
ングルームがあるだけです。日本の大学では、教員の
置かれている環境が、同僚性という支え合いの構造を
弱らせているように感じます。
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医学部の教員を採用する際には、業績が一番の評
価対象となるので性別のみで優先的に採用すること

はありませんが、医学・医療分野において指導的立場にあ
る女性の比率がもっと上がらなければ、日本の医学・医療
の発展は厳しいのではと危惧していますので、募集要項に
は「女性教員比率向上のためのポジティブアクション」を
明記してあります。

医学部、特に医学科はまだまだ女性教員の少ない学部で
あることは確かです。しかし、最近、女性の教授が3名選
出され、活躍しています。現在、医学科における女性教員
の比率は20%と十分ではありませんが、女子学生にとって
教育、研究、診療で活躍しておられる女性教員は良いロー
ルモデルになっていると思います。一方、保健学科は男性
57％、女性43％であり、医学科と比較すると女性教員の比
率は高いですが、それぞれ50％がちょうど良い比率だと思っ
ておりますので、まだ足りてはいません。

法人化に伴う人件費削減に始まり、限られた
人員の中で一層高まる社会のニーズに応えてい

かなければならないという状況です。ですので、業務を
取捨選択していかなければなりません。やらなくて良い
ことなどもちろんないのですが、優先順位をつけるとい
うことですね。会議をなるべく減らし、メール審議で済
むならそうします。4月に就任したばかりですので、ま
だこれからというところではありますが、会議等で時間
をとられるのではなく、本務にしっかり時間をかけても
らえるように変えていきたいと考えています。

男女共同参画の観点から改善すべき点としては、例
えば男性の育児休業がまだまだ取りにくい状況がある
かと思いますので、全体の意識を変えていく必要がある
かと思います。働いている方たちの生の声を拾い上げて
改善していくということは、医学部だけでなく大学全体
としても非常に重要だと考えています。
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男女共同参画推進センター運営委員会主催講義
「人生100年時代のキャリアビジョン」を終えて

全学部のオープンキャンパスでパネル展示を実施しました

前期水曜5限「人生100年時代のキャリアビジョン」が全15回の
講義を終えました。今年度は12名の講師が講義を担当し、35名の学
生が様々な視点から、多様な働き方・生き方について学びました。
講義全15回を通して多様な“もの・コト”に対する柔軟な思考・対
応ができる知識を身につけられたのではないでしょうか。

男女共同参画推進センターでは今年度も全学部のオープンキャンパスにおいて、男女共同参画のパネル展示を実施しました。
今年度は男女共同参画推進センター主催の講義と、研究補助者制度の紹介パネルに加え、新たに学長、学部長からの受験生・
学生に向けたメッセージのパネルを掲示しました。

12月16日(月)に、男女共同参画セミナーを開催します。今年度のテーマは「女性管理職」で、
女性の活躍が求められる昨今、女性だけでなく、女性を部下にもつ男性職員も必聴の内容となって
おります。ぜひご参加ください。

開催日時	 令和元年12月16日（月）　13時～ 14時30分
会　　場	 信州大学松本キャンパス旭会館３階大会議室
	 各キャンパスおよび高等教育コンソーシアム信州加盟大学へ遠隔配信予定
講　　師	 大崎　麻子氏（国際協力・ジェンダー専門家／関西学院大学客員教授）
参 加 費	 無料
対　　象	 大学教職員、学生および一般の方

申込方法等詳細は、決まり次第、男女共同参画推進センターのウェブサイトに掲載します。

パネルは男女共同参画推進センターのホームページの「刊行物・資料」からご覧いただけます。
http://www.shinshu-u.ac.jp/danjo/article/index.html

第12回 坂口けさみ信州大学名誉教授の講義の様子
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受講生の感想
●毎回新しいことを学ぶことができ、授業を履修して本当によ

かった。中学や高校ではなかった、大学生ならではの学びが出
来たのではないかと思います。

●この講義を通じて、いろいろな専門の視覚から世界の多様性を
見たり、考えたりして、とても興味深かった。

●家事分担について、共働きでも女性のほうが負担が大きいのは
改善するべきだと思った。

予告  男女共同参画セミナー開催のお知らせ

03




